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島
原
道
路
や
半
島
内
の
道
路
、
交
通
網
の
整

備
に
つ
い
て
、
半
島
三
市
が
一
体
と
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。
ま
た
、
先
般
行
わ
れ
た
半
島
三
市
の
市
長
、

議
長
に
よ
る
道
路
整
備
の
県
へ
の
陳
情
に
古
川
市

長
が
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

半
島
と
い
う
地
域
性
の
た
め
、
県
央
地
区
へ

行
く
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

島
原
半
島
一
体
と
な
っ
て
、
県
央
地
区
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
早
期
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。
御
指
摘
の
陳
情
に
は
、
あ
い
に
く
参
加
で
き

な
か
っ
た
が
、
就
任
後
、
島
原
半
島
地
域
交
通
機

能
強
化
検
討
委
員
会
で
は
、
島
原
半
島
の
道
路
網

の
勉
強
、
島
原
道
路
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を

発
表
し
た
。
ま
た
、
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構

想
及
び
九
州
西
岸
軸
構
想
推
進
大
会
に
お
い
て

は
、
島
原
市
側
の
代
表
と
し
て
、
島
原
の
道
路
の

必
要
性
等
を
述
べ
て
き
た
。
今
後
は
道
路
に
限
ら

ず
、
島
原
半
島
一
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
積
極
的
に
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
真
意
は
何
か
。

　
　

市
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で

一
人
一
人
輝
き
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
市

政
、
政
治
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
市

民
が
主
役
と
い
う
表
現
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　

市
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
を
つ
く

る
必
要
は
な
い
の
か
。

　
　

町
内
会
・
自
治
会
、
各
種
地
域
団
体
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
に
、
私
み
ず
か
ら
積
極
的
に
入
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
職
員

に
も
積
極
的
に
そ
う
い
う
団
体
に
入
り
、
住
民
の

方
々
が
何
を
思
っ
て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
単
身
世
帯
、
高
齢
夫
婦
世
帯
、
そ
れ

に
未
婚
の
子
供
が
加
わ
っ
た
三
つ
の
タ
イ
プ
の
家

庭
が
全
人
口
の
七
十
二
・
六
％
に
な
っ
た
と
の
調

査
が
あ
る
が
、
島
原
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
高

齢
夫
婦
な
ど
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
四
千
百
二

十
四
世
帯
で
あ
る
。
ま
た
、
全
世
帯
に
占
め
る
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
二
十
四
・
三
％
で
あ
り
、
今

後
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
親
族
だ
け
で
は
介

護
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　

国
で
も
社
会
構
造
の
変
化
に
備
え
、
介
護
を

す
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、
在
宅
介
護
、
訪
問
介

護
等
を
充
実
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地

域
で
高
齢
者
の
方
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
本
市
も
介
護
事
業
の
充
実
と
合
わ
せ
て
、
元

気
に
健
康
で
過
ご
し
、
介
護
を
受
け
ず
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　
　

個
人
情
報
保
護
法
が
、
地
域
の
高
齢
者
の
助

け
合
い
組
織
を
つ
く
る
中
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

個
人
情
報
保
護
法
の
運
用
は
自
治
体
の
裁
量

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
本
市
で
は
審

議
会
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
本
人
の
権
利
、

利
益
の
保
護
と
公
益
性
、
公
共
性
の
観
点
か
ら
、

公
に
す
べ
き
情
報
の
流
通
と
両
立
さ
せ
る
よ
う
な

運
用
を
基
本
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　

◇
船
津
地
区
高
潮
対
策

QQQ AA

QQ AAA

QA

議員

凡人くらぶ

清水　　宏

議員

新風会

永田　光臣

　
島
原
半
島
三
市
の
連
携
強

化
に
つ
い
て

　
「
市
民
が
主
役
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

　
大
介
護
時
代
の
到
来
に
つ

い
て

【
関
連
質
問
】

議会では、市民皆様の日常生活に関係のある重要な問題が審議されます。 
そのほか市政全般についての一般質問も行われます。 
定例会は３月、６月、９月、12月に年４回開かれます。
お気軽に傍聴にお出かけ下さい。傍聴席の定員は60人です。 
議会日程などお問い合わせは、議会事務局まで。　ＴＥＬ ６２－８０２７    

議会を傍聴しましょう


